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１. はじめに



２０１５中期経営計画

ー 成長の実現と日立の変革 ー

１-１ ２０１５中期経営計画 経営のフォーカス
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サービス事業を強化し

イノベーションを実現

イノベーションイノベーションイノベーションイノベーション トランスフォーメーショントランスフォーメーショントランスフォーメーショントランスフォーメーショングローバルグローバルグローバルグローバル

社会イノベーション事業を

グローバルに提供し成長

業務のグローバル標準化と

変化に迅速に対応する

経営基盤の確立

4



1. 1. イノベーションイノベーション

・サービス事業の拡大

に向けた研究開発の推進

・世界NO.1プロダクト事業を

支える革新技術の開発

経営のフォーカス経営のフォーカス

１-２ コーポレート研究開発方針

研究開発方針研究開発方針

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 5

3. 3. トランスフォメーショントランスフォメーション ・顧客起点による研究開発への変革

2. 2. グローバルグローバル

・One Hitachiによる

海外事業拡大への貢献



１-３ 研究開発体制

技術戦略策定

埼玉県鳩山町

茨城県日立市

東京都国分寺市

技術戦略室技術戦略室技術戦略室技術戦略室

日立研究所日立研究所日立研究所日立研究所

中央研究所中央研究所中央研究所中央研究所

事業領域拡大、将来の社会

ニーズを先取りする新分野

エネルギー、社会産業/生活

インフラ、材料・キーデバイス

電力システムグループ電力システムグループ

研究開発グループ研究開発グループ

ヘルスケアグループヘルスケアグループ

社 長社 長
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ひたちなか市

神奈川県横浜市

横浜研究所横浜研究所横浜研究所横浜研究所

海外研究所海外研究所海外研究所海外研究所

デザイン本部デザイン本部デザイン本部デザイン本部

インフラ、材料・キーデバイス

情報基盤技術、

モノづくり技術

ビジョンデザイン、

エクスペリエンスデザイン

高機能材料グループ高機能材料グループ

インフラシステムグループインフラシステムグループ

情報・通信システム

グループ

情報・通信システム

グループ

建設機械グループ建設機械グループ

オートモティブシステム

グループ

オートモティブシステム

グループ
東京都港区赤坂

*2014年4月時点

現地事業の拡大への貢献

先進顧客との連携



１-４ グローバルな成長を牽引する研究開発

社会イノベーション事業のグローバル成長に貢献社会イノベーション事業のグローバル成長に貢献社会イノベーション事業のグローバル成長に貢献社会イノベーション事業のグローバル成長に貢献

システム・プロダクトとＩＴ・クラウドを結び

世界最先端の研究開発を展開

システム・プロダクトとＩＴ・クラウドを結び

世界最先端の研究開発を展開

グローバルなリソースを活用し、お客様の課題

解決に貢献するオープンイノベーション推進

グローバルなリソースを活用し、お客様の課題

解決に貢献するオープンイノベーション推進

海外事業強化を牽引する地域密着R&Dの強化
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米国ビッグデータラボ(2013年4月)

日立中国材料技術

創新センタ(2013年4月)

ブラジル研究所(2013年6月)

2013年度以降新設

（既設）

欧州欧州欧州欧州 中国中国中国中国

インドインドインドインド アジアアジアアジアアジア

北米北米北米北米

グローバルＲ＆Ｄ拠点の拡充

日本日本

・中央研究所

・日立研究所

・横浜研究所

・デザイン本部

� 英国ビッグデータラボ（2013年10月)

・ヘルスケアサービス



社会・産業システム

電力システム

情報・通信システム

225 

165 

879 

434 

246 

197 

812 

研究開発投資の推移

１-５ 日立グループの研究開発投資

セグメント別研究開発費

売上高の約4%を日立グループの研究開発に投資売上高の約4%を日立グループの研究開発に投資

売上高研究開発投資率

2011年度

2012年度
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１-６ 日立Gr.の研究開発投資効率と研究開発人員
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研究開発人員の年次推移研究開発人員の年次推移

（
％
）

売上高営業利益率

（人）

2012年度（実績） 2013年度（実績） 2014年4月末見通し

日立製作所 3,410 3,280 3,250

グループ会社 1,850 1,620 1,720

合計 5,260 4,900 4,970



１-７ 投資の戦略的配分

依頼研究依頼研究

先行研究先行研究

事業ターゲット

20202013 2015

次世代事業

現事業

＜カンパニー資金＞

＜カンパニー資金＞

事業ロードマップ【事業グループ主導】

30%

依頼研究

先端・基盤

研究

先行研究

研究開

発投資

50%

20%

*2013年度

*
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先端・基盤

研究

先端・基盤

研究

次々世代事業

＜カンパニー資金＞

＜コーポレート資金＞

戦略配分戦略配分

2013年度

サービス

関連研究

2015年度

見通し

*2013年度

5%

15%

技術中長期計画【技術戦略室主導】技術中長期計画【技術戦略室主導】



２. 社会イノベーション事業の先導
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２. 社会イノベーション事業の先導

２．１ 顧客起点による研究開発への変革



２-１-１ 顧客起点による研究アプローチ

１. お客さま課題の発掘と共有

お客さまの本質的課題や潜在的なニーズを発掘・

シェアする

エスノグラフィ調査

社会イノベーション事業のグローバルな成長に向けて

「顧客起点による研究アプローチ」に変革

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 12

２. お客さまとの持続的な協創

３. 将来ビジョンからの革新技術開発

将来の社会課題とそれらが解決された姿を描き、

それを可能とする破壊的技術を開発する

課題の発見・解決サイクルの迅速な繰り返しにより

イノベーションを拡大する

ビジョンデザイン

Ｅｘアプローチ

12



２-１-２ エスノグラフィ調査

調査者が実際の業務を観察し、お客さまの潜在ニーズや本質的課題を

抽出することによりソリューションを提供

■その他の調査例■その他の調査例

■英国鉄道車両保守業務に対する調査

高速鉄道車両Class395のAshford車両基地

にて保守業務のエスノグラフィ調査実施。

→現場作業効率化の施策を導出。

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 1313

北米北米 データセンタ（ストレージデータセンタ（ストレージ

管理ソフトウェア）管理ソフトウェア）

陽子線治療装置建設現場陽子線治療装置建設現場

中国中国 ソフトウェア開発現場ソフトウェア開発現場

ドイツドイツ 建設機械ニーズ調査建設機械ニーズ調査

オーストラリアオーストラリア 建設機械保守作業建設機械保守作業

南アフリカ南アフリカ 建設機械保守作業建設機械保守作業

モザンビークモザンビーク 建設機械保守作業建設機械保守作業

エジプトエジプト 発電プラント建設現場発電プラント建設現場



システム開発の企画段階で、開発関係者が業務/サービスの問題や解決策を

理解・共有し、最適なシステム要求開発を行う

２-１-３ Ｅｘアプローチ

経験価値を重視した

新業務のあるべき姿の創出

リアルな現場把握による

業務課題の抽出

プロトタイピングによる

新システムの実現性検証

１．現状１．現状把握把握１．現状１．現状把握把握 ３．実現性検証３．実現性検証２．将来像検討２．将来像検討
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新業務のあるべき姿の創出業務課題の抽出 新システムの実現性検証

•• 設備保守設備保守

•• 建設建設
•• システム運用システム運用

•• 防災防災

配電業務改革、人財育成 （電力会社）

プラント建設工程管理システム改善 （日立グループ）保守運用保守運用

その他その他 データセンタ業務課題の見える化 （日立グループ）

避難所向け防災ソリューション開発 （自治体）

お客様お客様

接点接点

バックバック

オフィスオフィス

•• 外販営業外販営業

•• 販売代理店販売代理店

•• 受付窓口受付窓口

•• コールセンターコールセンター

店舗業務工数調査・課題見える化 （小売業）

顧客管理システム構築 （小売業）

コールセンターシステム改善 （電力会社）

外販営業業務改革 （保険会社）

適用実績 ０９年～１３年上期までの超上流案件適用実績：６５件
*

以上

* 情報・通信システム社における件数



「きざし」

２-１-４ ビジョンデザイン

将来の社会課題を把握し、それらが解決された

社会の姿を生活者の視点で詳しく描く

潮流の把握

（2025年の課題）

P：政治 E：経済

S：社会 T：技術

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved.*NHS GM：National Health Service England (Greater Manchester) : マンチェスター地域にある10の医療コミッショングループの代表組織

英国向け糖尿病予防サービス

被保険者への保健指導による糖尿病

(英国医療費の10％)予防

被保険者保険者 病院

NHS GM

の視点によるPEST分析

15

ヘルスケアのビジョンデザインが英国ＮＨＳ ＧＭ
*

の協業に発展

NHS GMに提示したヘルスケアビジョン映像



２. 社会イノベーション事業の先導
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２. 社会イノベーション事業の先導

２．２ サービス事業の拡大



金融金融

農業農業

街づくり街づくりエネルギーエネルギー交通交通物流物流テレマティクステレマティクス

ヘルスケア

マイニングマイニング

経営支援サービス経営支援サービス

アウトソーシング・運用サービスアウトソーシング・運用サービス

サービスサービスサービスサービス

2015中期経営計画目標：【サービス売上高比率
*

2012年度30%⇒2015年度40%超】2015中期経営計画目標：【サービス売上高比率
*

2012年度30%⇒2015年度40%超】

２-２-１ サービス事業の拡大に向けた研究戦略

■顧客の課題/ニーズを抽出し、サービス事業を通じイノベーションを実現■顧客の課題/ニーズを抽出し、サービス事業を通じイノベーションを実現

セキュリティ

Ｏ＆Ｍ

顧客と連携した
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製造製造
アウトソーシング・運用サービスアウトソーシング・運用サービス

設備・機器保守サービス設備・機器保守サービス

経営施策の立案経営施策の立案 知識化・分析・評価（アナリティクス）知識化・分析・評価（アナリティクス） 収集・蓄積収集・蓄積

*システムソリューションの売上を含む

Ｅｘアプローチ エスノグラフィビジョンデザイン

サービス基盤サービス基盤サービス基盤サービス基盤

クラウド・ビッグデータを活用した革新的サービス基盤の開発

革新的センサ高速データアクセス基盤

Ｏ＆Ｍ

O&M: Operation & Maintenance

顧客と連携した

上流研究



２-２-２ ヘルスケアサービス（健保向け健康マネジメント）

健保向け健康マネジメントサービス健保向け健康マネジメントサービス
顧客課題/ニーズ抽出

【顧客】健康保険組合

【課題】

・加入者の疾病予防、健康増進

・医療費抑制による経営健全化

・医療費予測

・対象者選定

・減量指導

・糖尿病予防

施策立案 保健指導

改善提案 効果検証

日立

厚生労働省｢データヘルス｣推進

(2015年～）

厚生労働省｢データヘルス｣推進

(2015年～）

健康保険組合

被保険者

保健事業

担当者

ヘルスケアデータ

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 18

【日立健保の先行取組み】

対象：日立グループ従業員

「はらすまダイエット｣介入指導

･減量成功率 50%

･3年間の累積医療費に

約6万円の差
*

血圧高値

腎症

高血圧

脂質異常

糖尿病

網膜症

高血糖

心臓血管疾患

脂質異常症

動脈硬化

肥満

合併症

検査値

異常

生活

習慣病

改善提案 効果検証

ヘルスケアビッグデータ基盤ヘルスケアビッグデータ基盤ヘルスケアビッグデータ基盤ヘルスケアビッグデータ基盤

・病態遷移モデル

日立健保11万人

のデータで検証

医療費予測誤差

平均5%以内

機械学習で

データに潜む

パターンを抽出

機械学習で

データに潜む

パターンを抽出

*厚生労働省：被用者保険におけるデータ分析に基づく保健事業事例集【事例１４】, 平成２５年

(2015年～）(2015年～）

施策提案・保健指導



２-２-３．Ｏ＆Ｍサービス

鉱山運行管理クラウドサービス鉱山運行管理クラウドサービス鉱山運行管理クラウドサービス鉱山運行管理クラウドサービス

顧客課題/ニーズ抽出

【顧客】

鉱山会社

【課題】

鉱山機械の運行管理の効率化

小規模／遠隔鉱山への導入

データセンタ

(北米)

＆

リモート

オペレーション

センタ

車載コンピュータ (画面例)

・遠隔地からの運行計画
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Ｏ＆Ｍサービス基盤Ｏ＆Ｍサービス基盤Ｏ＆Ｍサービス基盤Ｏ＆Ｍサービス基盤

Global e-Service on TWX-21

データ収集

（M2M）

機器管理 文書管理

ビッグデータ

分析

貯鉱場採掘場

ショベル ダンプ

・ウェンコ社のFMSで分析した状況情報をもとに、

ダンプトラックやショベルの運転手に対し、

行き先やルートなどを指示

・クラウド化によるFMS安定稼働

・運行データを分析することで

運行の効率化を実現

・遠隔地からの運行計画

策定と運行指示を実施

FMS: Fleet Management System  WENCO: Wenco International Mining Systems Ltd.



２-２-４ 物理セキュリティサービス

大規模重要施設セキュリティサービス大規模重要施設セキュリティサービス大規模重要施設セキュリティサービス大規模重要施設セキュリティサービス
顧客課題/ニーズ抽出

【顧客】 施設運用会社、

自治体など

【課題】 広域の安全

多様なリスク対応

利便性の向上

重要施設のIT統合管理サービス

入場手続き 手荷物検査 セキュリティゲート

監視システム
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サービス基盤サービス基盤サービス基盤サービス基盤

タッチパネル型

指静脈認証技術

多地点危険物

検知技術

人物・手荷物

追跡技術

入場手続き 手荷物検査 セキュリティゲート



２-２-５ サイバーセキュリティサービス

インシデント発生前提型のセキュリティ・サービスインシデント発生前提型のセキュリティ・サービスインシデント発生前提型のセキュリティ・サービスインシデント発生前提型のセキュリティ・サービス顧客課題/ニーズ抽出

【背景】

サイバー攻撃高度化

情報システム複雑化

業務の外部委託（クラウド）

【課題】

侵入、漏えいを前提とした

対策技術の確立

クラウドサービス事業者

システム

侵害監視

対策

機微情報

サーバ

分析サービス分析サービス マネージド・セキュリティ・サービスマネージド・セキュリティ・サービス

暗号化したまま全て処理暗号化したまま全て処理

リクエスト

結果

OODAループ

迅速且つ合理的な意思決定迅速且つ合理的な意思決定
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顧客企業顧客企業顧客企業顧客企業

セキュリティセキュリティ基盤技術基盤技術セキュリティセキュリティ基盤技術基盤技術

未知マルウェア自動解析技術

解析レポート解析レポート

秘匿分析技術
＊

暗号化暗号化暗号化暗号化

データデータデータデータ

対策技術の確立

クラウドサービスクラウドサービスクラウドサービスクラウドサービス事業者事業者事業者事業者

システム群

攻撃高度化攻撃高度化攻撃高度化攻撃高度化

攻撃者

機微情報

社内システム

外部委託外部委託外部委託外部委託

システムシステムシステムシステム複雑化複雑化複雑化複雑化

内部犯行者

情報搾取情報搾取

システムシステム

侵害侵害

未知マルウェア

サーバ

暗号化したまま全て処理

（安全なデータ預託・分析）

暗号化したまま全て処理

（安全なデータ預託・分析）

迅速且つ合理的な意思決定

（未然防止・早期検知・復旧）

迅速且つ合理的な意思決定

（未然防止・早期検知・復旧）

OODA：Observe（監視）, Orient（判断）, Decide（決定）, Act（行動）

本技術で用いた検索可能暗号方式は平成22年度総務省委託研究「大規模仮想化サーバ環境における情報セキュリ

ティ対策技術の研究開発」における研究成果です。



２. 社会イノベーション事業の先導
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２. 社会イノベーション事業の先導

２．３ 世界NO.1プロダクト事業の強化



２-３-１ NO.1プロダクト事業への貢献

インフラシステム

グループ

インフラシステム

グループ

欧州鉄道信号システム認証 2-3-5

電力システムグループ電力システムグループ

原子力多核種除去設備

5MW洋上風車

2-3-3

3T超電導MRI

ヘルスケアグループヘルスケアグループ

陽子線がん治療装置 2-3-2
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高機能材料グループ高機能材料グループ

グループグループ

情報・通信

システムグループ

情報・通信

システムグループ

建設機械グループ建設機械グループ

フラッシュモジュール

高速データアクセス基盤

オートモティブ

システムグループ

オートモティブ

システムグループ

Dy添加レス磁石

国内最高速風洞設備開発

自動運転に向けた技術

ハイブリッドショベル

2-3-6

2-3-7

2-3-5

2-3-6



２-３-２ 粒子線がん治療技術

陽子線治療システム PROBEAT-RT

従来システム

入射器

治療室

新型システム

22m

従来比70%の小型システム 移動性臓器に対応

動体追跡

融合

スポットスキャニング技術

日立

動体追跡放射線照射技術

北海道大学

回転ガントリー

動体追跡装置 患者

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

装
置

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 24

北海道大学

本技術の一部は、総合科学技術会議により制度設計された最先端研究開発支援プログ

ラムを通じ国立大学法人北海道大学医学研究科と共同開発したものです。

70%に

縮小

7.8m7.8m7.8m7.8m

5.1m5.1m5.1m5.1m

従来従来従来従来新型新型新型新型

施設竣工式（施設竣工式（20142014年年33月月1717日）日）

動体追跡技術とスポットスキャニング照射を組み合わせた治療は薬事法の製造販売承認を

申請中。

呼吸

移動

Ｘ線管

検出器

走査

電磁石

陽子線

腫瘍

マーカ

位置

(30Hz)

時間

しきい範囲

照射許可

信号

走査

スポット

照射

呼吸等で位置変動する腫瘍に高精度照射

小型シンクロトロン

回転ガントリー

動体追跡

スポットスキャニングスポットスキャニングスポットスキャニングスポットスキャニング

陽子線治療システム



２-３-３ 福島第一原子力発電所向け技術開発

水中の床面や壁面の走行と

3次元的な遊泳機能を両立

狭隘部調査用水中・形状変形ロボット

水中走行遊泳型クローラ

福島復興向け革新技術開発

2成分放射性物質の同時吸着剤2成分放射性物質の同時吸着剤

同時吸着剤

(チタン酸塩

化合物)

これまでの処理

吸着処理

本開 発

本吸着剤

Cs Sr

Cs

滞留水

Cs Sr

滞留水

処理水

SrCs

吸着処理

Sr

処理水処理水
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形状変化型クローラ

水中の床面や壁面を自在に走行

面走行
形状変化 管内

関節の配置変化で走行機能を切替

狭隘な配管からの進入と

段差面の安定走行を両立

フィルタ

吸着塔

多核種除去設備を受注(経産省公募)

2014年度中頃に稼働開始予定

放射性汚染水の処理設備概要

鳥瞰図

処理水
処理水処理水

Sr

Cs,Sr除去 Cs,Sr99％以上除去

同時吸着とフィルタ採用で廃棄物量を80%削減



２-３-４ 福島第一原子力発電所向け技術開発

水中走行遊泳型クローラ
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２-３-５ 鉄道技術

欧州規格準拠の横風走行安全性評価設備欧州規格準拠の横風走行安全性評価設備欧州鉄道信号システム認証欧州鉄道信号システム認証

欧州鉄道事業拡大に向けた規格認証獲得

欧州安全性規格の最高安全レベルSIL4認証取得

ブレーキパターン

走行許可

列車位置

ETCS車上信号装置

ブレーキ制御

走行中の車両が受ける横風を模擬する試験環境を

構築し、EN規格14067-6の準拠を確認
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走行限界点
位置情報

ETCS：欧州各国の国境を越えた列車の相互乗入を

実現する欧州統一方式の鉄道信号システム

扁平ノズル

規格で規定される均質かつ

乱れの小さい風を発生

車両模型



高速データアクセス基盤：ＨＡＤＢ高速データアクセス基盤：ＨＡＤＢ

２-３-６ ITプラットフォーム技術

フラッシュモジュール：ＨＡＦ

●業界標準ベンチマーク「TPC-H」の100TB（テラバイト）

クラスで世界初の登録（2013年10月）

●自社従来比約100倍の高速化

ビッグデータ・クラウドサービス向けプラットフォーム

データ処理の高速化を低コストで実現する独自

のフラッシュモジュール

データ処理の高速化を低コストで実現する独自

のフラッシュモジュール

●スループット性能：SSD
*1

の約3倍、HDD
*2

の約182倍

●レスポンス時間：SSD同等、HDDの12.5倍

フラッシュモジュール

Hitachi Accelerated Flash

PB(ペタバイト)クラスのビッグデータを高速で

分析するデータアクセス基盤

PB(ペタバイト)クラスのビッグデータを高速で

分析するデータアクセス基盤

Hitachi Advanced Data Binder(HADB)
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内閣府の最先端研究開発支援プログラム「超巨大データベース時代に向けた最高速データベース

エンジンの開発と当該エンジンを核とする戦略的社会サービスの実証・評価」（中心研究者：喜連川

東京大学教授／国立情報学研究所所長）の成果を利用。

1. 高信頼化：オンラインデータリフレッシュ機能

（定期データ診断/回復機能）

2. スマート管理機能：メモリ状態にあわせた

リフレッシュ間隔の最適化

開発技術

物理容量：1.6TB、3.2TB (2013年11月製品化)

Hitachi Accelerated Flash

十大新製品賞・増田賞(2013年10月ラインアップ刷新)

Hitachi Advanced Data Binder(HADB)

開発技術

東京大学喜連川教授、合田特任准教授が考案し

た「非順序型実行原理」を実装

*1 当社Hitachi Virtual Storage Platform（以下VSP）でサポートのSSD 400Gバイトモデル

*2 当社VSPでサポートのHDD 146Gバイトモデル



２-３-７ 自動運転に向けた技術

自律移動に向けた先端技術開発

自動運転技術自動運転技術

全周囲俯瞰画像技術

前後左右４つのカメラで周囲の障害物・白線を認識

危険予知・回避ロボット技術危険予知・回避ロボット技術

曲がり角や死角からの人の飛び出しなどの

危険を予知し、回避するロボット技術

扉

飛び出しの可能性推定
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カメラ

駐車可能な空間を

検知し、自動駐車

歩行者・車両検知による

自動ブレーキ

全周囲俯瞰画像

自動駐車技術自動駐車技術

ステアリング、ブレーキ、駆動力の統合制御技術

扉

通路

扉

曲がり角

一時的な物陰

コースと速度変更

による回避

死角検知

危険ポテンシャル推定

コース・速度変更



３. グローバルR&D
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３. グローバルR&D



３-１ One Hitachiに向けたＲ＆Ｄの取り組み

２．現地バリューチェーンの構築２．現地バリューチェーンの構築

オートモティブオートモティブオートモティブオートモティブ

１．グローバルな研究ネットワークの構築１．グローバルな研究ネットワークの構築

ビッグデータビッグデータビッグデータビッグデータ

米ビッグデータラボを中核として、日、欧、印、

ブラジルの研究拠点が連携

エンジンやシャーシ開発を各国の規制

に合わせて米、日、欧、中ラボが連携

３-２３-２

３-３３-３
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原子力原子力原子力原子力

３．業務のグローバル標準化３．業務のグローバル標準化

クラウドを活用した設計環境のグローバル化 中国グループ会社の材料現地調達率向上

設計クラウド設計クラウド設計クラウド設計クラウド 材料調達材料調達材料調達材料調達

鉄道鉄道鉄道鉄道 ヘルスケアヘルスケアヘルスケアヘルスケア

欧州鉄道研究開発センタ

設立(2012年10月)

欧州原子力研究センタ

設立(～2014年9月)

マンチェスター大学イノベーション

センターにビッグデータラボを創設

(2013年10月)

HGC-IA: Hitachi Global Center for Innovative Analytics

３-３３-３

３-４３-４ ３-５３-５



３-２ ビッグデータの研究開発をグローバルに連携

北米北米

欧州欧州

日本日本

Global Big Data Innovation LaboratoryGlobal Big Data Innovation Laboratory
(GBDIL)(GBDIL)

� 英国ビッグデータラボ(2013年10月)� 英国ビッグデータラボ(2013年10月)

� デンマークビッグデータラボ設立(～2014年9月)

・環境・エネルギー、トランスポート、ヘルスケア

� デンマークビッグデータラボ設立(～2014年9月)

・環境・エネルギー、トランスポート、ヘルスケア

海外研究拠点がビッグデータ事業の拡大を牽引
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南米南米

� 米国ビッグデータラボ(2013年4月)

・ストレージソリューション

・ビッグデータ解析

� 米国ビッグデータラボ(2013年4月)

・ストレージソリューション

・ビッグデータ解析

� ブラジル研究所(2013年6月)

・農業 ・マイニング

� ブラジル研究所(2013年6月)

・農業 ・マイニング

� 英国ビッグデータラボ(2013年10月)

・ヘルスケア

� 英国ビッグデータラボ(2013年10月)

・ヘルスケア

・中央研究所

・日立研究所

・横浜研究所

・デザイン本部

・中央研究所

・日立研究所

・横浜研究所

・デザイン本部

Hitachi Global Center for Innovative Analytics(HGCHitachi Global Center for Innovative Analytics(HGC--IA)IA)
（（（（Hitachi Data Systems、Hitachi Consulting、情報・通信システムグループ）



３-３ 欧州原子力研究センタ設立(～2014年9月)

欧州の先端技術と日立欧州の先端技術と日立ABWRABWR技術との融合技術との融合欧州の先端技術と日立欧州の先端技術と日立ABWRABWR技術との融合技術との融合

■HEU ヨーロッパR&Dセンタ内に設立

欧州原子力研究センタ（ENRC）

英国・欧州の先進技術導入

ABWR認知度向上、技術者育成

現地開発ニーズ把握

・プラント稼働率向上

・放射線被ばく量低減

安全で高効率の安全で高効率の

原子力技術原子力技術
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先進的なプラントの予防保全技術

英国の大学

共同研究

豊富な実績のある廃炉技術

現地開発ニーズ把握

HEU: Hitachi Europe Ltd ENRC: European Nuclear Research Centre ABWR: Advanced Boiling Water Reactor

・放射線被ばく量低減

中長期課題への中長期課題への

ソリューションソリューション

・廃棄物量削減

・廃炉コスト低減



３-４ 技術計算を用いる設計環境のグローバル標準化

世界の設計・開発拠点から日本のスパコンを自在に活用できる環境を実現世界の設計・開発拠点から日本のスパコンを自在に活用できる環境を実現

グローバルな設計開発効率向上 先端設備のグローバル活用

高速高速高速高速データデータデータデータ転送転送転送転送

WANアクセラレータによる帯域のフル活用

高速高速高速高速データデータデータデータ転送転送転送転送

WANアクセラレータによる帯域のフル活用

米国日本

インド

WAN
*

アクセラレータとデータ圧縮により１００倍以上の高速通信を達成
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WAN: Wide Area Network HIL: Hitachi India Pvt. Ltd. HAL: Hitachi America, Ltd.   

データ

解析ツール スパコン/PCクラスタ

データ

解析ツール 知識

データ

解析ツール 知識

4Mbps
100Mbps

WANアクセラレータによる帯域のフル活用

データ圧縮

WANアクセラレータによる帯域のフル活用

データ圧縮

グループ会社A HAL R&Dグループ会社B 日立A社グループ会社C HIL R&D

高速化：120倍

インド：データセンタ 米国：データセンタ日本：データセンタ

知識

高速化：170倍



３-５ 中国日立グループにおける材料の現地調達率向上

中国における材料の現地調達率を高め、製品コストの低減を推進中国における材料の現地調達率を高め、製品コストの低減を推進

建設機械向け構造体建設機械向け構造体

日立中国材料技術創新センタ
2013年度実績

約20件

2013年度実績

約20件

日立建機 中国工場

中国の材料品質・

特性評価

中国製の材料に対

上海交通大学 材料科学与工程学院内に設立

(2013年4月）

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved.

自動車向け高圧燃料ポンプ部材自動車向け高圧燃料ポンプ部材

中国材料の適用

拡大

広州工場でポンプボディを量産

日立オートモティブシステムズ 中国工場

35

中国製材料に適用する

高度解析技術

上海交通大学 材料科学与工程学院

日立専用実験室

共同研究

中国製の材料に対

応した製造技術開発、

設計支援



４．未来への布石
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４．未来への布石



社会のマクロトレンド社会のマクロトレンド

ＩＴ（クラウド）

サービス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

社会イノベーション事業社会イノベーション事業

人間中心科学

情報科学

４-１ 社会イノベーション事業の未来を拓く基礎研究

パラダイムシフトを起こす基礎研究パラダイムシフトを起こす基礎研究

「分散・共有・循環」社会「分散・共有・循環」社会

自由貿易圏の拡大自由貿易圏の拡大

新興国が世界の経済成長をリード新興国が世界の経済成長をリード

グローバル市場構造が変化グローバル市場構造が変化

・ロボティクス

・脳の可視化

・行動の可視化

・体の可視化

活動値活動値活動値活動値

-7

-6

-5

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved. 37

プロダクト

ＩＴ（クラウド）

サステナブルな社会実現へサステナブルな社会実現へ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

情報科学

極限物理

水資源・エネルギー・食料の確保水資源・エネルギー・食料の確保

交通システムの高度化交通システムの高度化

老朽化したインフラシステム更新老朽化したインフラシステム更新

少子高齢化への対応少子高齢化への対応

ＣＯ2の削減ＣＯ2の削減

資源リサイクルの促進資源リサイクルの促進

・原子分解能計測

・極限シミュレーション

・原子レベル加工

・エネルギー科学

・量子情報

・恒久ストレージ

・人工知能

・臨場感通信



４-２ 人間中心科学

大量の人間行動データから、組織の

活性化や経営課題を解決

ロボティクス 行動の可視化

名札型センサーノード

危険予知・回避、人との自由な対話

など、より人間的な機能を追及

ビジネス顕微鏡ビジネス顕微鏡ビジネス顕微鏡ビジネス顕微鏡人間共生ロボット：ＥＭＩＥＷ人間共生ロボット：ＥＭＩＥＷ
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新たなサービスの創出

脳活動の可視化

実生活における脳機能の計測

個々の細胞を解析し、

がん治療や再生医療の研究を加速

体の可視化

遺伝子種類

0

100

200

発
現

量

メッセンジャー

RNA 相補的ＤＮＡ単一細胞 発現遺伝子解析

本研究の一部は文部科学省の委託業務「単一細胞由来ｍＲＮＡの網羅的定量分析用前処理

技術の開発」の一環として実施。

光トポグラフィ光トポグラフィ光トポグラフィ光トポグラフィ単一細胞解析単一細胞解析単一細胞解析単一細胞解析

活動値活動値活動値活動値

-7

-6

-5

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3



４-３ 情報科学

①検索暗号技術
*2

②秘匿分析技術

品物1 品物2 品物3 品物4

購入者1
1780c3 b9e2e81 dcd1ce1 cb9e2e

購入者2
7dcd1c 19b84dd d26e5cd 7f8e91

購入者3
0b47f8 dd71a0a 9e2e817 0a43a5

購入者4
0a43a5 06dd723 6e5cd2c

購入者5
513f81 43a587d

購入者6
c1a19b e2e8178

購入者7
9b84dd 43a587d d2c513f

購入者8
ff808ae 19b84dd 06dd7a0

品物1 品物2 品物3 品物4

購入者1
1780c3 b9e2e81 dcd1ce1 cb9e2e

購入者2
7dcd1c 19b84dd d26e5cd 7f8e91

購入者3
0b47f8 dd71a0a 9e2e817 0a43a5

購入者4
0a43a5 06dd723 6e5cd2c

購入者5
513f81 43a587d

購入者6
c1a19b e2e8178

購入者7
9b84dd 43a587d d2c513f

購入者8
ff808ae 19b84dd 06dd7a0

暗号ＤＢ１ 暗号ＤＢ２

①

②

クラウド対応暗号クラウド対応暗号クラウド対応暗号クラウド対応暗号

乱数発生器

共通鍵

暗号化

検出器

復号化

送信機送信機送信機送信機 受信機受信機受信機受信機

光ファイバ

揺揺揺揺らぎらぎらぎらぎ小小小小揺揺揺揺らぎらぎらぎらぎ大大大大

時間

光
電

場

乱数送受信乱数送受信乱数送受信乱数送受信

実信号実信号実信号実信号

共通鍵

ハ
ッ
シ
ュ

ハ
ッ
シ
ュ

暗号化したまま検索・暗号データベースを分析

量子の揺らぎを利用した秘匿通信技術を開発

情報秘匿光通信情報秘匿光通信
**１１

情報秘匿光通信情報秘匿光通信
**１１
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［ DVD並みの記録密度］

270MB/平方インチ

[数億年以上の耐久性]

1,000℃, 2時間の耐熱性

①検索暗号技術 ②秘匿分析技術

暗号化したまま

検索する技術

暗号化したＤＢ間を

分析する技術

石英ストレージ石英ストレージ

恒久ストレージ恒久ストレージ恒久ストレージ恒久ストレージＳｉＳｉ--qubitqubit
**１１

ＳｉＳｉ--qubitqubit
**１１

正規受信者 不正受信者

ソースソースソースソース

ドレインドレインドレインドレイン

商用C-MOS lineで作成した

Si-qubit素子の写真
*2

QubitQubitQubitQubit

重ね合わせ状態

(a|0>+b|1>)

左に局在

( |0> )

eeee

----

eeee

----

静電ポテンシャル

Ｑｕｂｉｔ： Ｑｕａｎｔｕｍ Ｂｉｔ（量子ビット）

量子コンピュータの核となるQubitをＳi素子で実現 数億年以上の耐久性を持つＤＶＤ並みの石英製ストレージ

*1 本研究の一部は文部科学省 イノベーションシステム整備事業の支援により遂行されました。

*2 本技術で用いた検索可能暗号方式は平成22年度総務省委託研究「大規模仮想化サーバ環境における情報セキュリティ対策技術の研究開発」における研究成果です。



４-４ 極限物理

理論・理論・シミュレーション理論・理論・シミュレーション

Spin流制御

(粒界幅1nm、一辺50nm粒子)

磁化反転ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

原子分解能ホログラフィー電子顕微鏡原子分解能ホログラフィー電子顕微鏡

原子分解能での

電磁場観察

■材料探索

・磁性材料

■材料探索

・磁性材料

電子顕微鏡

本体
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日立ケンブリッジ研究所

原子分解能電子線

ホログラフィ

放射光施設を活用した

高度計測

(非破壊元素分析）

極限計測極限計測極限計測極限計測

外部連携: 理化学研究所 科学技術振興機構（JST）

本研究は、総合科学技術会議により制度設計された最先端研究開発支援

プログラムにより、日本学術振興会を通して助成されたものです。

7.4m

・磁性材料

■環境技術

・電池材料

■生命科学

・バイオ材料

・磁性材料

■環境技術

・電池材料

■生命科学

・バイオ材料

SPring8



４-５ 海外拠点を基点とするオープンイノベーション

北米

清華大学

(HC R&D)

グリーングリーングリーングリーンＩＣＴ

EERC

(HAL R&D)

Oil＆Gas事業の

ソリューション構築

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー

全ての物がネットに

接続する「物聯網」

バーミンガム大学

(ERD)

音響計測による

台車異常検知

技術の開発

鉄道保守鉄道保守鉄道保守鉄道保守

オートモティブオートモティブオートモティブオートモティブ

アーヘン工科大学

(ERD)

地図データ連携

シャシー制御

ミュンヘン工科大学

(ERD)

エンジン燃焼解析・

シミュレーション

IBM

(HAL R&D SIR)

最先端コンソーシアムで

の次世代半導体計測技

術の共同研究

半導体計測
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カンピーナス大学

（ブラジル研究所）

大学との議論を通じ

て将来市場の変化

を先取り

新新新新市場開拓市場開拓市場開拓市場開拓次世代次世代次世代次世代クラウドクラウドクラウドクラウド

2014年2月28日リリース

復旦大学

(HCR&D)

大学を通じて、中国企

業と、次世代クラウド

共同PJを形成

ERD: European R&D Centre

EERC: Energy and Environment Research Center

インド工科大学ハイデラバード校

(HIL R&D)

大学内の電力需要カーブを実測・分析し、

インド特有のユニークな特徴を抽出

マイクログリッドマイクログリッドマイクログリッドマイクログリッド

ディーゼル発電機 (2ユニット)

ゲノムゲノムゲノムゲノム解析解析解析解析

A*STAR/DSI

(HAS R&D)

ゲノム解析プラット

フォーム実地実証

DSI: Data Storage Institute

A*STAR: Agency for Science, Technology and Research

オートモティブオートモティブオートモティブオートモティブ



４-６ 産官学連携による革新的研究の推進

ImPACT（革新的研究開発推進プログラム）

高速データアクセス基盤

中心研究者

東京大学：喜連川教授

2013年10月

新モデル発売

十大新製品賞

増田賞

FIRST
* 

（最先端研究開発支援プログラム）

実現すれば、社会に変革をもたらす非連続イノベーショ

科学技術イノベーション総合戦略(2013年6月)

20092009--2013201320092009--20132013 20142014--20142014--

執行役会長兼CEO 中西宏明が、総合科学技術会議

議員に就任（2013年11月～)。

国の科学技術イノベーション戦略に連動した中長期研究を推進

＜総合科学技術会議＞
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＊ 30人の中心研究者（TOP30）に約15億円から60億円のプロジェクを任せ、5年（2009－2013）で世界のトップをめざす内閣府のプロジェクト。

SIP(戦略的イノベーション創造プログラム）

COI(革新的イノベーション創出プログラム）

粒子線がん治療装置

再生医療

原子分解能電子顕微鏡

中心研究者

北海道大学：白土教授

中心研究者

東京女子医科大学：岡野教授

中心研究者代行

中央研究所所長：長我部

2014年3月

治療開始

ンを生み出すハイリスク・ハイリターンなPJ。5年間総額

550億円。2014年7月に決定。

総合科学技術会議が司令塔機能を発揮し、科学技術

イノベーションを実現するための府省横断PJ。10課題。

既存分野・組織の壁を取り払い、企業だけでは実現

できない革新的なイノベーションを産学連携で実現

するためのプログラム。12拠点が決定。

2014年3月

1.2MeV

電子顕微鏡

完成

2014年3月

大量培養装置

試作完

ものづくり連携

大賞

＜文部科学省＞



５. まとめ
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５. まとめ



５ まとめ

１．社会イノベーション事業の先導

�顧客起点の研究開発への変革

�サービス事業の拡大

�世界NO．１プロダクト事業を支える革新技術の開発

２．グローバルR&D

社会イノベーション事業のグローバルな成長に貢献する研究開発社会イノベーション事業のグローバルな成長に貢献する研究開発社会イノベーション事業のグローバルな成長に貢献する研究開発社会イノベーション事業のグローバルな成長に貢献する研究開発

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved.

２．グローバルR&D

�グローバルな研究ネットワークの構築

�現地バリューチェーンの構築

�業務のグローバル標準化

３．未来への布石

�パラダイムシフトを起こす基礎研究の推進

�オープンイノベーションによる革新技術の開発
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ENDENDENDEND

２０１４研究開発戦略

日立のグローバルな成長を牽引する研究開発

© Hitachi, Ltd. 2014. All rights reserved.

株式会社日立製作所

執行役常務

CTO 兼研究開発グループ長

2014/4/10

小島 啓二

Solution Oriented R&D for Hitachi Global Business

日立のグローバルな成長を牽引する研究開発
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